
データに基づく介護予防の
展開について



昨年度から開始しているICTを用いた
介護予防事業

R3.体力測定会の参加者の声から

歩行姿勢測定システムについて



データに基づく介護予防事業の今後の展開

高齢者のデータを収集、活用する仕組みを通じて

豊中市のフレイル対策事業の推進のための基礎を整備する

実施プログラムの記録は 参加者の状態を把握し

あるが参加高齢者の ハイリスク層へ適時介入

健康関連データ分析がない 介護予防活動に取り組む

ポピュレーション層への啓発

Before After

体力測定会や

自主グループの
フォローでデータ

集積



介護予防事業の概念体系
セルフケアを原則とした誰も取り残されない介護予防の実現
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体力測定値・
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・活動に参加していない高齢者等へのPR
・継続意欲の醸成

・セルフケア習慣、社会参加習慣の定着
・個々の状態に応じた社会資源へのつなぎ込み

・セルフケアの納得感
・専門職の適切な助言、指導の実現

*どの地点にも脱落の可能性がある

フィードバック帳票
動機付けの強化子



7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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・研修 契約

研修
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データ
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データ集積・貯蓄・フィードバック

公募

スケジュール（案）

データ集積・貯蓄・フィードバック

データ集積・貯蓄・フィードバック


